
長崎港と女神大橋     

“Llegar a buen puerto (良い港に到着する)”  

無事に着く、難局を乗り切る 

この時代の難局を無事乗り越え、 

良い状態に落ち着いてほしいものです。 

 

  

 

 
脳梗塞再発予防 血圧と脂質 

 

前回までは脳梗塞再発を予防する為の抗血小板剤（血のサラサラの薬）の話でした。但し、脳梗塞

を予防するにあたって、それでは血のサラサラだけ飲んでおけば良いだろうというわけではありませ

ん。脳梗塞の危険因子と言えば主に、高血圧、糖尿病、高脂血症、不整脈（心房細動）、喫煙、飲酒な

どです。 

 

 

 

 

 

 

 

                                      (脳卒中協会) 

血圧、脂質も重要です。 

なんといっても高血圧は脳卒中の最大の危険因子であり、血圧が高いほど脳卒中の発症率が上昇す

るのは明らかです。血圧が高いと、脳の血管に強い圧力がかかり、傷つきやすくなるとされています。

脳の血管が詰まったり、破れたりする危険性が上昇します。脳梗塞の再発予防においても、降圧療法

が勧められるのは明らかです。脳のなかの大きな動脈が細かったり、詰まったりしている方は、140/90

ｍｍHg 未満、大きな動脈の狭窄や閉塞がない方は、より低い 130/80ｍｍHg 未満を目指すことは妥当と

されています。 

更に悪玉コレステロール(ＬＤＬ-コレステロール)が高いと、傷ついた脳の血管に悪玉コレステロー

ルが入り込み、いわゆるプラークができて、血流が悪くなります。コレステロールが高いとわかった

ら、脳梗塞になったことがない方は、まずは食生活の改善、運動、禁煙などの、生活習慣の改善が望

まれます。しかし、脳梗塞になったことがある方は、脳梗塞や一過性脳虚血発作（脳梗塞の前兆、な

りかけ）の再発予防に、ＨＭＧ-ＣｏＡ還元酵素阻害薬（スタチン）の積極的な投与は勧められていま

す。特に悪玉コレステロールは＜100ｍｇを目標とした脂質管理は妥当であるとされています。 

 

コロナ禍の二度目の秋を迎えています。睡眠の秋、 

食欲の秋、読書の秋、運動の秋なども良いですが、 
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健康の秋も目標にしたいものです。 

 


